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震動観測データから見た磐梯山周辺の地震活動?

竹中潤柿

Seismic Activity around Bandai Volcano Examined by Volcanic Earthq uake Observation Data * 

¥Jun TAKENAKA ** 

The volcanic earthquake data obtained from Bandai volcano， as observed and reported by 

the Wakamatsu Weather Station， does not precisely represent the volcano' s true volcanic 

earthquake activity since the earthquakes having hypocenters which were not 16cated at Ban-

dai volcano have been included. This led to the present study which analyzes all available 

data that was devided into S -P times， i. e.， the duration of the pre1iminary tremors. Re-

sl.I1ts showed that the S-p. times of the volcanic earthquakes originating from Bandai volcano were 

less than 1 second， and also that activity has increased ‘ever since the occurrence of earth-

quake swarms in 1988. In contrast， the earthquakes whose S-P times .were greater than 1 

second were observed to be tectonic earthqukes which occurred in distant areas from Bandai 

volcano， and some of which had been unknown earthquake swarm's. 

~ 1. はじめに

1888年7月15日，磐梯山は水蒸気爆発による歴史的な

大噴火を起こした。その後，磐梯山では顕著な火山活動

こそ見られないが， 1897年に鳴動， 1954年に群発地震な

どの地震活動があった(気象庁， 1984)。近年も， 1987年

6-12月に磐梯山の南西約10kmの猪苗代湖北西岸付近を

震源とする群発地震(若松測候所 1989)が，そして1988

年11-12月に磐梯山山体付近を震源とする群発地震(若

松測候所， 1990)が発生しており，磐梯山およびその周

辺の地震活動は，今なお活発化することがある。

若松測候所では，乙のような火山体とその周辺の地震

活動を監視するために，磐梯山山体(第 1図参照)に地

震計を設置し， 1965年から震動観測を行っている(第2

図参照)。しかしその観測データには磐梯山の火山性地

震以外の地震も含まれていると思われ，必ずしも震動観

測データ全体が磐梯山の活動Ie.係わる地震活動を反映し

ているとみなす乙とはできない。また， P-S時間別に

地震回数の頻度分布(第3図)を見ると，それぞれに顕

著なピークを持つP-S時間3秒以下の 3つのグループ

ム地震頻度が比較的少なく，顕著なピークを持たない

P-S時間3秒以上のグループがあることが判り，磐梯

山周辺ではP-S時間から見て特徴的な4つの地震グル

ープがあることが推測される。

* Recei ved Oct. 3， 1991 
料若松測候所， Wakamatsu Weather Station 

乙のように，特徴ある地震グループ別に活動状況を把

握し，特に磐梯山の火山性地震によるものだけを取り出

して解析する乙とは，磐梯山の火山活動の動向を探る上

で有用な乙とと思われる。

そ乙で本調査では，観測開始から現在まで (1965年7

月-1991年7月)の磐梯山震動観測データをP-S時間

別にクツレープ分けし，各グループ毎の地震発生状況，地

震エネjレギーの推移，震央方向の頻度分布，石本・飯田

の式のm値について解析した。

~ 2. 磐梯山震動観測データ

磐梯山の震動観測は，磐梯山山頂から南南東に1.8 km 

の地点(北緯37034.9'，東経140004.9'，標高1，000 m) 

l乙地震計(62E型)感部を設置し，若松測候所でテレメー

タ受信し，すす書き記録紙に記録するという方法で行わ

れている。そして，乙の震動記録のうち， P-S時間5

秒以下(ただし， 1982年5月までは調査のためにP-S

時間10秒以下も験測)の地震と火山性微動について験測

し観測原簿に記載，報告している。なお，地震計の倍

率は1966年6月25日以前は3.500倍，以後は5，000倍で

ある。また，磐梯山では乙れまでに火山性微動は観測さ

れていない。

本調査では，震動観測を開始した1965年7月から1991

年7月の聞に観測されたP-S時間5秒以下の地震(5，829 
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第 1図地震計設置点(+印)周辺の地形と主な地震活動の震央域
( )内の数字は第 1表の地震活動番号に対応
細い実線は標高l，OOOmの等高線
破線の同心円は地震計設置点からの水平距離

地

震

回

数

， 70 ， 75 ， 80 '85 年

第2図 p-:...s時間 5.0秒以内の地震の月別発生回数(1965年7月--1991年7月)
黒い部分はp"':s時間が0.1秒単位で読み取れたもの
白い部分はp--s時間が0.1秒単位では読み取れなかったもの
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第3図 P--S時間別地震回数頻度分布
(196昨 7月--1991年 7月)

個)のうち， P--S時間がO.1秒単位で読み取れたもの

( 2，438個)を震動観測データとして使用した。第2図か

ら判るように， P--s時間の決定率は1982--1984年に非

常に高いが，その他の期間は概ね30--50%程度である。

乙の乙とから，使用したデータがサンプルとして偏って

いる場合も考えられるが， 乙乙では，どのP--s時間の

地震も同程度の割合で読み取られていると仮定して解析

を行った。

~ 3. 地震エネルギーの推定

一般に火山周辺で起乙る地震はエネjレギーが小さいた

め，火山体から離れた一般の地震観測官署で観測される

乙とは非常に少ない。磐梯山の震動観測点で、観測された

地震も，マク。ニチュ。ード 3クラス以上のものを除けば，

そのほとんど(約97%)は他の地震観測点では観測され

ておらず，そのため震源やマグニチュードは判っていな

し、。

筆者は点観測による震源推定方法(気象庁， 1968) 

の適用の可能性を探るために，磐梯山震動観測データの

うち，地震月報(1985年1月--1990年 9月)と東北大学

理学部の観測 0988年1ト 12月)から震源の判明してい

る地震61個を用いてi この方法の検証を行った(竹中，

1991)。 その結果，震源決定には困難があるものの，震

央距離ム(j∞〕はP--s時間 t(秒〕を用いて

ム=k (t)・ (1)

Tこだし k (t) = 12.42-8.79 e -0.172 t (2) 

で近似できる乙とが示された(第 4図参照)。乙こで， (2) 
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式はいわゆる大森常数と呼ばれる比例定数k(=ム/t)を

P--s時間tの近似関数として表したもので，一般に非

火山地域ではk=7--8(同/秒〕程度であるが，火山体近

くではk=3--5 (km/秒〕程度になるという性質(気象庁，

1968)を考慮してモデノレ化している(第5図参照)0(1)式

による近似がこの61個の地震以外についても適当である

ことは，乙れまでに磐梯山周辺で起きた地震活動の震央

距離とP--s時間(第 1表参照)が，第4図の近似曲線

上にほぼ乗ることからも支持される。

また更に，推定した震央距離6(km)と水平成分の最大

振幅A(μ〕を用いて，マク守ニチュード算出式に補正項C

krn 
50 
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~ê 2日

離 1日|He/・4だ・
日 1.........-

日 'ι) r、d 、、 4 5秒

p --.' ~:~時間

・第4図 P--s時間と震央距離の関係
曲線は(1)式で与えられる近似曲線
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第5図 P--s時間と大森常数の関係
曲線は(2)式で与えられる近似曲線
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130 験震時報第55巻第 1-4号

第1表 磐梯山周辺の地震活動と磐梯山震動観測点における震央方向，震央距離， P-S時間
(1935年-1988年)
植木・高木(1989)，仙台管区気象台(1990)を参考に作成

Nu I 期 間 | 震央域〔地震回数(有感回数))震央方向・距離
最大地震の震源、 M 1 P-S時間〔秒〕

1 1 '35/03/08--1福島県柳樟町付近(14(11)) 、 I SW約45km
， 35/03/26 I 37・20.0'N139・41.0'E Okm M5.4 I (観測開始前)
-"2 -r;-361 f1-/'泊二-r福届県会〕季語訟面従it--G711777一一--rw否両扇30km' 
'36/11/10 I 37・25.0'N 139~ 46.0' E Okm M4.1 I ( " ) 
3-r;-431o8-i12二二一「福長長d福田涌逗-[jdfik)〕--一一一一一ーー-r-s-sw扇30]日
'43/08/31 I 370 19.0' N 139~ 55.0' E Okm M6.2 I ( " ) 
4 -i;-441o4-iif一一「福語県瓦瓦耐耐えr-[2((?))----一一一一-Tw-s示J扇65km

37・20.0'N 139・24.0'E 10困問5.1 ，1(， '"  ) 

-S-i;-S41of/(泊三一「福扇県会逢蚕訟雨:扇面誌面?丙冠一一一T--8対話10:戸デ
'54/07/05 I (13(7)) I ( " ，) 
s-i;-s61O6-i2g--一「福語長:長瓦面?耐えf-[2め〕一一一ー一一ー一一ーーでTw玄雨漏70km

37・-14.0'N 139~ 19.0' E Okm M5.3 I ( " ) 

一7γ?γ一-，-一守/厄6訂W耐11:品/八泊1凶ιh

一a-i;-631oa一一二一「福属県議通詞耐えr-[)>-SO(:>SO?))--一一-r-sw扇面白一一
， 63/10/19 I 37・07.0'N 139・35.0'E 201佃 M4.6 . I ( " ) 
-g-i;-661o5---二一「福語長吾蚕:uJ議主ヰ五台近I(うえ80(3汀ー一r--NE語26hi--
， 66/08 I 37" 42' N 1400 15' E 20凶 M4.1 3.9 
i O -i;-69/1-oi-3O'-一一「福高点福山雨両元IC猪〕言及涌蚕員!)一一r--8E扇[6Ei--

370 30.0' N 140・11.0'E 160krn M5.5 不明

ïl-r;-721õ1-/Õ4二一「福~県予扇面?耐えr-[)>-9-(う.9))一一-r-s言語扇40km子
， 72/01/21 、 | 不明

12ード7i/66h二~r福高県福投函討耐えi-fi(K77- ー一一一一ーーーー r--sw扇85:日
'72/05/16 137" 01.0' N 139~ 23.0' E 0凶 M4.2 1. 8.7--9.9 
i 3 -， ;-7SI1-fi(2二一「福馬県瓦瓦耐耐え1-[3o(3(耐一一一一一t--w扇面白n
'75/12/21 1 37~ 29.4' N 139' 07.2' E Okrn M3.3 8.2--8.6 

ï4-r;-7711-0~λk二ご「福高良夫桑元三{~遍泉h註ー11bb{f66汀 1一言語記伝一一一
'77/10/19 ! 37" 13.0' N 139057.0' E 10km MO.O 4.5--4.8 
lbード76/66/丘二一「示sjJ (3~プ(0))一一一一一一一一一一 -r--~説書~~.反
， 78/05/23ト1.7--1.8 
is-i;-78，扇子一二一「福高県盃両面?耐えiI75hlfGL誌))一一一ー-r，元玄w扇面白n
'80101? 1 37・22.0'N 139~ 29.0' E 01α1 M4.3， 6.4--7.2 
i '1 -i ;-7810-8-io-1-- 一「福~県会)季語訟面長tlã (ラ117)--一一ー-r--sw詞15krn

37029.0' N 139' 58.0' E -10krn M3.5 2.2--2.3 
Ia-i;-791o6-ios-一T同福扇亙呆踊脅面嗣誌耐IBJ.

(α26引(1)) I '1.2--1し.5
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震動観測データから見た磐梯山周辺の地震活動 131 

Na. I 期 間 | 震央域〔地震回数(有感回数))震央方向・距離
最大地震の震源よ M IP-s時間〔秒〕

19 1 ' 79/07/31 I福島県金山町付近(10(10?)) I w sw約55km?
370 24.0'N 1390 28.0'E 01佃 M3.9 I 6.8 

三百r'7g1ï1i2!長~，福語辰夫桑元予扉好A7EIKIK77-ーー-1-s三両扇面一
， 79/11/26 I 370 19'.0' N 1390 56.0' E 10凶 M3.0 I 3.3 

2i-r'aolo3"i2:ι'-1福語長{白1誌面r1言語一(520め〕ー一ー一ーーーー--1--1是認漏話品i
， 80/07 ? I 37・43.2'N 139・49.8'E 1km M2.5 I 3.3 

22-r'ãõlï2iï5::~'福語反面詠持層手盃瓦AE13377一一-1---s扇面一一ー
， 81/01/08 I 37・09.0'N140・06.0'E 10kmM3.3 不明

-23-r'ailOSI:がー「顧展干耐-11blf釘一一ーー一一一一一ー一一下民w面記扇子
， 81/06/30 I I 5.2 
24-r'a21o1iii二一「福語長長治可113?C13?ff-ー-------一-1-S-SE煽扇子
'82/01/18 1 I 3.8--3.9 

蕊，-，'ã31õ3"iü長，-，福語長信治扇子言語一百二正54K77-一一一ー~1-w三雨漏扇町
， 83/03/19 I 37・19.6'N 139・33.8'E 6凶 M3.6 不明

26 I ' 84/01/23--"1福島県只見町付近 (42(3)) I WSW約70km
， 84/07/19 1 37・23.4'N 139・19.2'E 131個別.5 不明

百一"函7656ご「福語属中子7言]言語冠 (9め〕ー一一一一ー一一一-1-ー三語記函
， 84/03/16 I 37・12.0'N140・01.8'E 4km M3.8 不明

28-r，函76iihy-ー「福語長会〕量蚕}長雨証言f-ffG77-一一--ーー-1-w-sw扇15，函-
37
0

30'N 139~54'E 20凶 13.2
五「溺66ffd-一「顧展両元有吉江町一ー一一一ーーーー一一1-否両面

370 10.6' N 139・27.3'E 91盟問3.1 不明
通一r，函Jffffj-ー「福語長福〕喜子言語手討えf-ffQ〉7--一一一一一一1--NE詞厄函一一

37・54'N 140024' E Okm 不明
3il，扇lO3il-0---'福語長干扇面y-11Co汀一一一一一一一一一-1-s-s雨漏話伝一

37・12.5'N 139・49.1'E 13km M2.7 不明

32~r'851õ8iïi~-，福語展示扇面Iて面訴#白古1ïï3CÏÕ))-1-s-sw両面一
， 86/02/06 1 37・12.5'N139・57.1'E 81個別.2 不明

33ード函764fid-ご「福語属会)量1言面画?証言f-ffddI77-ー一一一-1--sw話語らnー
， 86/05/05 I 370 26.1' N 1390 48.4' E 4km M3.5 3.7--3.9 

面ー"87ïõsi1-6-~-'福語展示普通夜涌~t面扉-[):438C14))---1--s雨漏10km
， 87/12/26 I 37030.3' N 140' 03.6' E 7km:M4.4 1.5--1.9 

￡一，'871ïiiio--":- ，福語長前海面J~長子涙討を-IEK1277--一一-1-w否両語35品n
， 88/01/09 I 370 '24. 8' N 139' 43.2' E 9km M4.3 I 4.6 

36-"881ï11百二一「蚕語面白ff* ï量予ーtii65汀一一一一一一一一一ー一1--~言語蚕予
， 88/12/05 I 37" 35.0' N 1400 07.3' E 8凶 M2.3 0.5--0.9 
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を付け加えれば

M= 1.731ogム+logAー0.83+ c 
た式ゴし、 c= O. 7 
により，士0.3の精度でマグニチュードMが推定できる

乙とも判った。

本調査でもこの方法を用いてMを推定し，地震エネル

ギーへの変換式

lc麿 Es=1.5M+11.8

により，地震エネルギー Es(erg)の算出を行った。な

お，東西成分，南北成分のいずれかの最大振幅が振り切

れにより不明の場合は その成分の最大振幅を検知上限

の6.0μ(倍率 5，000倍時)または 8.6μ(倍率3，500倍

時)として取り扱った。一方，報告する振幅の単位が0.1

μなので，検知下限もO.1μとなり，結果として水平成

分の最大振幅A(μ〕の検知可能範囲は，

O. 1凶 A壬〆6.02+6.02戸 8.5μ
(倍率5，000倍時)

または

0.1μ亘A亘バ.62+8. 62μと12.2μ
(倍率3，500倍時)

となる。旬

以上の乙とから， P--S時聞に対応してマグニチュー

ドの推定限界があり，その上下限と実際に磐梯山震動観

測データを用いて算出したマグニチュードの分布を第 6

図に示す。

~ 4. P--S時間別に見た磐梯山周辺の地震活動

第3図より，磐梯山震動観測データは，それぞれP--

J。、

rι-ーー-、

日

一，己-、

日 つι. 3 4 5秒

FI ~. s 時間

第6図 P--s時間と推定マグニチュードの関係
曲線は倍率5，000倍時の推定可能範囲の上下限
上限を越えているのは，倍率3，500倍時のデータ
によるもの

S時間で0.8秒をピークとする O.1 --1. 0秒のグループ，

1.8秒をピークとする1.1--2. 0秒のクツレーフ¥ 2. 4秒

をピークとする 2.1 --3.0秒のグループ，そして特にピ

ークの見られない3.1 --5.0秒のク*ループに大きく分け

られることが判る。更に この頻度分布を地震発生月別

に示すと第7図のようになる。この図から1965年と1982

年に発生したP--s時間 2.0秒前後の地震群を除ーけは
概ね各グループのP--s時間帯内で個別の地震群が発生
していることが認められる。また，磐梯山周辺で過去に

あった地震活動の磐梯山震動観測点におけるfJ--S時間

(第 l表)を見てもこの乙とは言える。従って，以下で

は磐梯山震動観測データをこの4つのP--s時間帯でグ
jレープ分けし，それぞれについて，地震回数，地震エネ

jレギ‘ー，震央方向別頻度，石本・飯田の式のm値の解析

を行った。

4.1 P --S時間0:1 --1. 0秒の地震の活動

第4図から判るように このグループの地震の震央は

観測点から約5km以内にあり，ほぼ磐梯山の山体とみな

して良いだろう。従って，当然のことながら，このグル

ープは磐梯山の火山活動と密接に関連した火山性地震で

あると考えられる。この乙とは P波初動方向から推定

される震央方向の頻度分布(第8図)から，乙のグ、jレー

フ。の震源が観測点、に対して磐梯山の山頂側にあたる北側

象限に多い乙と，また，石本・飯田の式のm値が1.91と，

他のグルーフ。に比べ比較的大きい乙とからも裏付けられ

る(第 2表参照)。

乙のグ、ループで， これまでに最も活発な活動を見せた

198昨 11--12月の群発地震については，磐梯山山体直下

に震源、を持つことが判明しており(東北大学理学部，199の，

磐梯山震動観測データではP--s時間0.7--0.9秒を主，
体としている(若松測候所 1990)。第 7図から判るよう

に，このP--s時間0.7--0.9秒の地震は群発前からほ
ぼ定常的に発生しており 更に群発後はそれ以前に比べ

活動がやや活発化するとともに P--s時間の短いもの
(0.4 --O. 7秒)に主体が移ってきているように見える。

乙の傾向は，乙のグループの地震発生回数と累積地震エ

ネルギーの推移(第9図)にも反映している。特に1970

年以降比較的安定していたエネルギー放出率(約2.4x 
1014(erg/年))が，群発後に大きく増加(約8.0X 1014 

( erg/年))している乙とは目を引く。また，群発後に

m値がそれ以前より大きくなっているが(第2表参照)，

火山性地震の場合，乙れは震源、の浅いものが多くなって

きている乙とを意味している。そして，この群発活動に

先立つ1988年8月には磐梯山山麓で異常音響が聞かれて

つ臼
円
4
U

4
E
i
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そ少

斗

.'") 、J
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‘ー

日
65 '9日年'85 '80 '7f) '70 

月別地震回数
o 8 -1El 

2 -3 0 ・H3-31 
4 -7 0 32-
。
。
P-S時間別月別地震回数

ていく必要があろう。

一方， P-S時間が0.5秒程度より短い地震に目を移

すと， 1976年9-11月頃には活発化がみられた反面 あ

る期間(1967-1969年， 1971-1973年， 1979-1981年)

には活動がほとんどみられないことが判る。乙のような

地震空白期間の存在については詳しい調査をしなければ

判らないが，実際l乙乙のような現象があるとすれば，磐

梯山の火山性地震活動を探る上で興味深い。

第7図

臼SE象限.NE象限図NW象限回 SW象限

70 

地

震

回

数

4.2 P-S時間1.1-2. 0秒の地震の活動

このグループで顕著な活動は， 1978年5月のP-S時

間1.7-1.8秒のものと， 1987年6-12月の P-S時間

1.5-1.9秒のものである(第7図，第10図，第1表参

照)。

前者のP-S時間帯(1.7-1.8秒)の地震は前年の

1977年9月頃から活発化をみせ， 197昨 5月22日に地震

回数，地震エネルギーともにピークに達し，その後徐々

に鎮静化し，翌1979年5月に活動を停止した。乙の地震

群の震央域は不明である。また，乙の翌月の1979年6月

8日にはP-S時間1.4秒前後の地震が起こり，その日

のうちに活動は停止した。この地震の震源も不明だが，

回

0 
グループI グループE グループmグループW

第8図 P波初動方向から推定される震央方向の頻度
分布

グループ1: P-S時間0.1-1.0秒の地震
グループrr:p-s時間1.1-2.0秒の地震'
グループm:P-S時間 2.1-3.0秒の地震
クツレーフ。町 :P-s時間3.1-5.0秒の地震

いること(若松測候所， 1990)からも，磐梯山の火山性

地震は近年になって活発化の傾向にあると思われる。従

って，乙のグループの地震活動の動向には，今後注目し

-133 -



134 験震時報第55巻第 1~ 4号

第 2表石本・飯田の式のm値(全期間は1965年 7 月 ~1991年7 月)

P-s時間 群発前 群発中 群発後 全期間

0.1 期間 '65/07/01-'88/11/13 '88/11/14-'88/12/05 '88/12/06-'91/07/31 * - ー ー・・・・ー・・ ・ ・・ ・ ...・

m値 1. 79:t 0.25 1.85:t0.32 2.08:t0.30 1.91:t0.22 
ー咽炉 噌..-...・ー ----・・ ・・ ・・ ..--・.・ ・・._._._...---_._..._- -ー ・・.... _._--. 

1.0 デー矧 450 110 129 689 
1.1 期間 '65/07/01-'87/06/15 '87/06/16-'87/12/26 '87/12/27-'91/07/31 * - ー._._- ・・ ・e -_....__..._---・・・・ ー

m値 1.47:t O. 26 1.45:t0.25 1.89:t O. 34 1.50:t0.21 
デ-~ft

ー・ ・ー...

2.0 403 255 118 776 

2.1 
期m値間

一 '65/07/01-'66/12/31 '67/01/01-'91/07/31 * ー.. _._-・・ ・ .. 

一 1.75:t0.28 1.84:t0.27 1.80:t 0.26 
データ賞

-・.・ー...‘F ー.-....

3.0 一 139 262 401 

3.1 m値 一 一 一 1. 34:t0. 30 
デ-~数

----・・ ー・-_._.- ._._."'---・・・・・ ・ー-ー

434 ......，5.0 一 一 一

地3日

壱5壱i!i:司

2日
回

数 1日

日
'65 '7日 '75 '8日 '85 咽年

第9図 P~S時間 0.1 ~1. 0 秒の地震の活動
(a) 地震発生回数の推移
(b) 累積地震エネJレギーの推移

回
4日

1.9.8. 

地3日 1

雲間

2日
回

数 1日

日
's5 '7日 '75 '8日 '85 '9日年

第10図 P~S 時間1. 1 ~2.0 秒の地震の活動
(a) 地震発生回数の推移
(b) 累積地震エネJレギ、ーの推移

磐梯山の南約5km (猪苗代町)から南西約15km(会津若

松市)付近の地域で鳴動や揺れを感じている(仙台管区

気象台， 1990)。 両者の推定震央方向は北西象限にある

15 
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地
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日
'65 '7日 '75 '8日 '85 ・9日年

が，共l乙P波初動方向の南北成分の大きさは東西成分に

比べ小さいので，震央は観測点のほぼ西方向にあると推

定される。乙の2つの地震活動は， P~S時間や有感地
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域，、推定震央方向から見て，次に述べる1987年6--12月

の群発地震活動域の近傍に震源域を持つので、はなし、かと

推察される。また，第7図より， 1984年頃からP--s時

間1.7--1.9秒の地震が再び増加しているが，これも同

地域の活動であることが東北大学理学部(1988)の観測

結果から判明している。

1987年6--12月の群発地震活動は，磐梯山の南西約10

Mの猪苗代湖北西岸に震源を持ち 磐梯山の震動観測開

始後，磐梯山周辺では最大の活動である。東北大学理学

部(1988)の解析から，乙の地震群は北北東一南南西の

走行を持つ東に傾いた断層面上に発生し，東西の主圧力

軸を持つ逆断層型の構造'性地震活動であるとみられてい

る。火山体に近い地域で発生した地震活動だが，群発時

のm値は1.45と比較的小さいことからも乙の活動が構造

性のものであったことが示唆される(第2表参照)。

乙のグ、jレープでも群発後にm値が増加しているが，、地

震発生回数や地震エネルギーの推移(第10図)は，どち

らかといえば鎮静化の傾向を見せている。この乙とは，

乙の群発地震が構造性のものであったことを考えれば，

m値の増加は群発地震による断層付近の破砕領域の進行，

地震回数や地震エネルギーの減少は群発地震による応力

場の解消で説明できるだろう。

4.3 P--S時間 2.1"';"'3.0秒の地震の活動

乙のグルーフ。の活動の大半は1965--1966年の聞に起こ

っており，以後は1968年.1978年， 1982年， 1989年に若

干の活動がある程度である(第11図参照)。

第 7図から判るように， 1965--1966年の地震群はP--

S時間で2.4秒をピークに1.9 --2.8秒の広範囲に及び，

震動観測を開始した1965年7月から1966年12月までの少

なくとも 1年6カ月聞にわたり発生している。しかしー

回
40 

地3日
壱号、

彦主

20 
回

数 1日

'7日 '75 '8日 '85

第11図 P--s時間2.1--3.0秒の地震の活動
(a) 地震発生回数の推移
(b) 累積地震エネルギ二ーの推移

135 

乙の期聞に磐梯山周辺で活発な地震活動があったという

報告はなく，また，最大振幅の大きい，いくつかの地震

について地震月報の記載と対比じた民同一地震と見ら

れるものはない。波形読み誤りの可能性も考え，当時の

記象紙を験測したが誤りは認められなかった。従って，

この地震群の震源がどこにあるのかは不明である。

ただし 1966年5--8月に磐梯山の北荒約201∞にある

吾妻山で火山性地震が多発しており(気象庁， 1984)， P 

--s時間と震央距離の関係(第4図)から見て，乙の活
動が一部含まれていると考えても良さそうであるが，乙

の期間の磐梯山震動観測データと吾妻山震動観測データ

(火山報告第5--6巻)を対比しても，同一地震とみら

れるものは極めて少なく その中で唯一読み取れたP--

S時間は3.9秒で， 乙のグループには含まれなかった。

従って，この前後の時期にも吾妻山では比較的活発な地

震活動が見られるものの 1965--1966年に活動的だった

このクツレープの震源が吾妻山付近にあるとは考えにくい。

一方，井上(1973)が1965年7，月--1971年6月の磐梯

山震動観測データを用いて 1点観測による震源決定を

行った結果では， P--S時間2.1--3. 0秒の地震の震央

距離は1O--15kmで，震央は東北東~南東方向，一南西方向，

北西方向にある o また，前述のP--s時間と震央距離の

関係(第4図)を求める際に使用した61個の地震のうち，

このクVレープに含まれる 4個の地震の震源は，観測点の

南西約9km (1986年10月7日， P--S時間 2.3秒，猪苗

代湖北西岸の深さ23km)，西約16--18km(1989年1月16日，

P--s時間2.7秒と 2.6秒，会津盆地中部の深さ 8kmと

10km)，南蔦約24km(1990年2月6日， P--S時間2.6秒，

郡山市西部の深さ 5km)にある。

以上のことと， 1978年8月1日のP--s時間2.2--2.3

秒の地震(第 1表参照)が観測点の南西約15km付近で起
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きている乙と，そして乙のクツレープの推定震央方向の頻

度分布が観測点の西側象限に多いこと(第8図参照)か

ら，乙のクVレープの地震は観測点の南西~北西方向の約

1O-25km付近に起乙り易いと思われる。特に1965-1966

年の地震群は磐梯山東側の安達太良山震動観測点ではあ

まり観測されていない(火山報告第5-6巻)乙とから，

その震央域は観測点の南西~北西方向の約10-25km付近，

すなわち会津盆地付近(第1図参照)にある可能性は高

い。しかし，乙れを断定する十分な証拠はないので，乙

の地震群についてはなお詳しい調査が必要である。

4.4 P-S時間3.1-5.0秒の地震の活動
第4図式り，乙のグループの震央は磐梯山の震動観測

点から約25-45kmの距離にあり，その一部は吾妻山，安

達太良山，那須岳周辺の火山地域も含むが，ほとんどは

非火山地域である。 m値は1.34と他のグループに比べ最

も小さく(第2表参照)，また，第1表から乙れまでに判

明しているこのグループの過去の地震活動は，先に述べ

た1966年の吾妻山付近のもの以外は，全て火山体ではな

い所で起きた群発地震である乙とを考えると，乙のクツレ

ープの地震活動のほとんどが非火山性であるとみなして

良いだろう。

このグル?プの地震発生回数(第7図，第12図(a))からは，

他のグルーフ。に比べ特に顕著な活動は見られないが，そ

れでも1980年3月の山都町付近と1986年5月の会津高田

町付近の群発活動(第 l表参照)は認められる。しかし，

乙れらと同程度(月10回程度)の活動を見せている1973

年4月のもの (P-S時間4.7秒と 4.9秒)や1982年4
-5月のもの (P-S時間3.4-3.5秒)の震源域は不

明である。また， 1987年12月-1988年1月の柳津町付近

の活動は地震回数(第12図(a))からは明瞭ではないが，
地震エネルギー(第12図(b))にははっきりと現われている。

回
4日

内

U

同

U

市
凶

つU

円・
ι

1

l

地

震
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'7日 '75 '9日年'8日 '85

第12図 P-S時間 3.1-5.0秒の地震の活動
(a) 地震発生回数の推移
(b) 累積地震エネルギーの推移

一方，震央距離からこのクツレーフ。に含まれるはずの群

発地震舌動のうちいくつかが，乙れらの図には現われて

いない。例えば1977年10月の天栄村付近の活動は現地で

非常に活発であったが，磐梯山震動観測データにはそれ

ほど顕著には現われていない。乙れは震央距離が大きい

ため，群発地震の大半を占めるエネlレギーの小さい地震

は，地震計の検知能力の限界(第6図参照)から，検出

されていない乙とによると思われる。このグループの地

震数が他のグループに比べ少ないことは，乙のことを反

映しているものと思われる。

~ 5. まとめ

過去約26年間の磐梯山震動観測データを， P-S時間
別の地震発生頻度から見て特徴的な 4つのグループに分

け，それぞれについて解析した結果，次の乙とが判った。

(1) P-S時間0.1-1. 0秒の地震の震源は磐梯山の山

体付近にあり，その?部は観測開始当初から定常的に

活動している。 1988年11-12月の群発活動後は，それ

以前に比べやや活動的になづている。

(2) P-S時間1.1-2. 0秒の地震は1977-1979年にや

や活発な活動(震源、は磐梯山の西側象限とみられる)

があったが，その後しばらく静穏状態が続いた。しか

し 1984年頃から磐梯山山頂の南西約印刷の猪苗代湖
北西岸を震源とする活動が活発化し始め， 1987年6-

12月には群発活動が起きた。その後活動は鎮静化傾

向にあると思われる。

(3) P-S時間 2.1--3.0秒の地震は1965-1966年に活
発な活動をみせたが，その震源域は不明である。ただ

し，乙れまでにこのP--S時間帯で起きた地震の震央

距離は約1O--25kmで，推定震央方向は観測点の西側象

限に多い。その後の活動は不活発である。

(4) P--S時間3.1-5.0秒の地震の震央距離は約25--

18 
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451∞で，ほとんどが構造性地震活動とみられる。その

中には数カ所の地域であった局地的な群発・活動を含ん

でいる。

以上のように，磐梯山周辺であった過去の地震活動を

P--S時間別に解析した乙とにより地点での観測で、

もその-P--s時聞からおおよその震央域や活動傾向を推
測する乙とが可能になった。また，これまで知られてい

なかった，いくつかの群発地震活動の存在も明らかにな

った。しかしその詳細については更に調査を必要とす

る。なお，磐梯山の火山性地震はP--S時間l秒以下の

ものとみられ，乙のP--s時間帯の活動は，近年になっ
てやや活動的であるので，その推移には今後注目すべき

であると思われる。
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